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研究成果の概要（和文）：漢方薬原料として重要な蒼朮の基原植物であるホソバオケラの高知県における実用栽
培法の開発を目的として、土壌の種類などについての基礎的検討とともに、高知県下の各種環境下にある圃場で
の栽培試験を農家に委託して実施した。その結果、遮光栽培は必要でないこと、土壌としては畑土の一種で、県
内にはほとんど分布していない赤色土が適しているが、田土である灰色低地土や畑土の多くを占める褐色森林土
では、薬用部である根茎の増殖率が低く、また病害の発生による個体数の減少が著しかった。また、この結果を
反映して、県内各地のいずれの圃場でも充分な収量を得ることができなかった。

研究成果の概要（英文）：In an effort to establish a sustainable cultivation method for Atlactylodes 
lancea, a source species of a crude drug "So-jyutsu",  in Kochi prefecture, we examined the effects 
of soil type on plant growth rate and essential oil composition in the rhizomes.Survival rate of the
 plants during the two-year cultivation was 100% in Red soil while 70% in Gray Lowland soil. Growth 
rate of the rhizomes was highest in Red soil (6.6-fold increase in fresh weight after two years) and
 lowest in Gray Lowland soil (2.7-fold increase). The essential oil composition was mostly 
unaffected by soil type. These results indicate that upland fields composed of Red soil are best 
suited, while paddy rice fields composed of Gray Lowland soil are not suitable for the cultivation 
of A. lancea in Kochi prefecture.

研究分野： 生薬学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
漢方薬原料生薬の供給を過度の中国依存から脱却することの必要性が指摘されて久しい。しかしながら、この数
年の生薬供給の中国依存率は、80％前後で推移しており、顕著な変化は認められていない。このような状況の下
で、わが国における生薬自給率の向上と高知県の中山間地域における農業振興という2つの社会的課題を見すえ
て、ホソバオケラの栽培生産法を確立することを目的として研究を実施した。結果として、高知県内の大部分を
占める土壌条件下ではホソバオケラの実用栽培は極めて困難であるという結論に至った。基礎的検討と農家との
共同による圃場栽培試験を並行して行うという研究のアプローチの有用性を実証できた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

漢方薬原料生薬の供給を過度の中国依存から脱却することの必要性が指摘されて久しい。

農水省、厚労省、製薬企業団体による共同の努力も始まっているが、それにもかかわらず、

この数年の生薬供給の自給率、中国依存率ともにそれぞれ 10％、80％前後で推移しており、

顕著な変化は認められていない。地方自治体、農業団体、研究機関が連携して、有用作物

としての薬用植物栽培に取り組んでいくことが求められている。 

高知県では面積の 93％が中山間地域に属している。また森林面積の占める割合は 83％

と全国 1 位である。山間地の多くは山・川・山からなる V 字型地形で平地が少ない。また、

このような中山間地域での人口の減少・高齢化の進行が特に著しい。生薬原料作物の生産

栽培は中山間地域での産業振興策の 1 つとして期待されている。 

蒼朮は、平成 24 年度におけるわが国の使用量は約 802 トンで、270 品目ある使用生薬

の中で使用量が上位 9 位であるにも関わらず、中国からの輸入に 100％依存している。平

成 26 年度の薬価基準改定において薬価が約 2 倍（12.6～14.3 円→25.2 円／10ｇ）に引き

上げられており、経済的な採算性も比較的取りやすくなっている。蒼朮の原料植物である

ホソバオケラは中国に分布する植物であるが、江戸時代にわが国に導入され、徳川幕府に

よって生産が奨励され、佐渡島などでの生産の実績があり、我が国での生産栽培は充分に

可能であると考えられる。 

 

２．研究の目的 

 わが国における生薬自給率の向上と高知県の中山間地域における農業振興という 2 つの

社会的課題を見すえて、ホソバオケラの栽培生産法を確立することを目的として研究を実

施した。具体的には、高知県の代表的な土壌を用いて比較栽培試験を実施し、ホソバオケ

ラの生育に好適な土壌を特定する。これと並行して、高知県内各所の農家の圃場を選定し、

委託栽培試験を実施する。これらの研究を通じて好適な環境条件を明らかにするとともに、

栽培農家への指導のノウハウを蓄積し、次のステップの大規模実証栽培試験へと結びつけ

ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 

（1）高知県下の農作地の代表的な土壌とし

て、田土である灰色低地土、畑土として利用

される褐色森林土、砂丘未熟土、黒ぼく土、

赤色土、ならびに対照として赤玉土を選び、

高知市内に所在する牧野植物園内の試験栽培

圃場に導入して 2 年間の栽培試験を行い、生

育、薬用部である根茎の収量および精油含量

を測定して比較した（図 1）。 
 

（2）上記の基礎試験と並行して、高知県農業振興部環境農業推進課の全面的な支援のも

とに、高知県内の北川村、南国市、佐川町、梼原町、土佐清水市に所在する農家の圃場で

の委託栽培試験を 1～4アール程度の規模で実施し、植物の生育と根茎の収量を比較した。 
 

（3）栽培中に腐敗した根茎について、糸状菌やウィル感染の有無など病害診断を実施し

た。 
 

４．研究成果 

（1）土壌試験 

図 1 土壌試験の様子（高知県立牧野植物園）
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 根茎からの平均出芽日、

草丈、個体当たりの茎の

数など地上部の生育は土

壌の種類による影響を受

けなかった。根茎の増殖

率は、灰色低地土で赤色

土や砂丘未熟土に比べて著

しく低くなり、2 年間の栽

培で 2.7 倍程度に過ぎな

かった。また、灰色低地

土では枯死した植物の割

合が非常に高く、収穫で

きた根茎の乾物率も他の

土壌に比較して有意に低

かった。畑地の中では赤色土を用いると根茎の増殖率は 6.7 倍程度に達し、また 2年間の

栽培期間中に枯死する個体もなかった。根茎の精油成分は、含量および組成ともに土壌に

よる有意な影響は認められなかった（図 2）。 
 

（2）圃場栽培試験 

 高知県東部の北川村、中部の南国市、佐川町、梼原町、西部の土佐清水市（2 カ所）の

計 6カ所で農家と共同して圃場栽培試験を実施したが、いずれの地区でも個体数の減少が

著しく、2年間の栽培期間を通じて生存率は平均 37％であった。生存個体の根茎の増殖率

も低く、最高でも約 3倍に過ぎなかった（表 1）。 
 
 

 

（3）病害診断 

 根茎が腐敗し、植物が枯死した個体の根茎から病原体の検出を実施したが、特に病原性

を有する糸状菌やウィルスは検出されず、生理的な障害によるものと推定された。 

 

（4）結論 

 ホソバオケラの栽培には土壌としては赤色土が適していることが明らかになった。高知

県内の赤色土の分布面積は全耕地面積の約 0.4％を占めるに過ぎない。実際に高知県内各

地の圃場でおこなった栽培試験では、いずれの圃場でも充分な生育を確保できなかった。

これらの結果から、現状ではホソバオケラの実用栽培は高知県内では困難であると考えら

図 2 各種の土壌で栽培したホソバオケラの根茎の増殖率と乾物率 
(A) 栽培１年目（n=10～12）の根茎の増殖率（B）栽培 2 年目（n=9
～15）の根茎の増殖率（C）2 年間栽培して収穫した根茎の乾物率（n=6
～9）。データは平均値±標準誤差を示している。同じ文字を付したグ

ループ間には有意差はない。 

場所 土質
植付け量

（kg)
収穫量
（kg）

増殖率
(倍）

植付け数 生存数
生存率
（%）

生存個体
あたりの根
茎増殖率

（倍)

梼原町 水田転換畑 61 40.6 0.67 1220 525 43 1.55

土佐清水市 黒ボク土 32.5 15.6 0.48 650 377 58 0.83

土佐清水市 畑土 76.5 31.5 0.41 1530 444 29 1.42

佐川町 山土 41 31.4 0.77 820 295 36 2.13

前浜（南国） 砂状土 61.5 75.7 1.23 1230 492 40 3.08

北川村 水田転換畑 69.6 20.3 0.29 1392 195 14 2.08

表 1 高知県内の圃場で行った委託栽培試験の結果 



れる。 
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